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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年3月18日(2010.3.18)

【公開番号】特開2008-193148(P2008-193148A)
【公開日】平成20年8月21日(2008.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-033
【出願番号】特願2007-22241(P2007-22241)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/00    　　　Ｃ
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３８４　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月1日(2010.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の両面の画像を並行して読み取るための複数の読取手段と、
　前記複数の読取手段が読み取って得た画像データに基づいて画像処理を行う画像処理手
段と、 
　第１の読取手段が前記原稿の第１面を読み取って得た第１の画像データを同期信号に同
期させて前記画像処理手段に転送するとともに、前記第２の読取手段が前記原稿の第２面
を読み取って得た第２の画像データを一時的に記憶して前記第１の画像データの転送後に
前記同期信号に同期させて前記画像処理手段に転送する転送手段と、 
　前記画像処理手段が前記画像処理を実行する際の処理内容を設定する設定手段とを有し
、
　前記転送手段は、前記第１の画像データを転送する場合は前記同期信号の周期を前記設
定手段により設定された前記処理内容にかかわらず一定周期とし、前記第２の画像データ
を転送する場合は前記同期信号の周期を前記設定手段により設定された前記処理内容に応
じて異ならせることを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記画像処理手段は、画像データの変倍処理を実行することが可能であり、
　前記設定手段は、前記画像処理手段が前記画像処理を実行する際の処理内容として変倍
率を設定することを特徴とする請求項１に記載の画像読取装置。 
【請求項３】
　前記転送手段は、前記第２の画像データを転送する場合は前記同期信号の周期を前記画
像処理手段での画像処理の処理時間と画像データを転送する量とに応じて異ならせること
を特徴とする請求項２に記載の画像読取装置。 
【請求項４】
　前記画像処理手段での画像処理の処理時間は、画像データの変倍処理に要する処理時間
と圧縮処理に要する処理時間を含むことを特徴とする請求項３に記載の画像読取装置。 
【請求項５】
　前記画像データを転送する量は、画像データを転送する単位のライン数と該転送する単
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位のライン数を転送するパケット数とに対応することを特徴とする請求項３又は４に記載
の画像読取装置。 
【請求項６】
　原稿の両面の画像を並行して読み取るための複数の読取手段と、前記複数の読取手段が
読み取って得た画像データに基づいて画像処理を行う画像処理手段とを有する画像処理装
置における画像読取方法であって、
　設定手段が、前記画像処理手段が前記画像処理を実行する際の処理内容を設定する設定
工程と、
　第１の転送手段が、第１の読取手段が前記原稿の第１面を読み取って得た第１の画像デ
ータを同期信号に同期させて前記画像処理手段に転送する第１の転送工程と、
　記憶手段が、第２の読取手段が前記原稿の第２面を読み取って得た第２の画像データを
一時的に記憶部に記憶させる記憶工程と、
　第２の転送手段が、前記第１の画像データの転送後に、前記記憶工程にて記憶された前
記第２の画像データを前記同期信号に同期させて前記画像処理手段に転送する第２の転送
工程とを有し、
　前記第１の転送工程は、前記同期信号の周期を前記設定手段により設定された前記処理
内容にかかわらず一定周期とし、
　前記第２の転送工程は、前記同期信号の周期を前記設定手段により設定された前記処理
内容に応じて異ならせることを特徴とする画像読取方法。
【請求項７】
　前記画像処理手段は、画像データの変倍処理を実行することが可能であり、 
　前記設定工程は、前記画像処理手段が前記画像処理を実行する際の処理内容として変倍
率を設定することを特徴とする請求項６に記載の画像読取方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像読取方法及びその装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は画像読取方法及びその装置に関する。例えば、両面画像読み取り部で同時に読
み取られた両面原稿の表面と裏面の画像データの転送方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑み、両面原稿の両面を同時に読み取る場合に、第２面
側の読み取りデータの転送を転送先でのオーバーラン・エラーを防止すると共に効率的な
処理を実現させる画像読取方法及びその装置を提供する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００８】
　かかる本発明の課題を解決するために、本発明の画像読取装置は、原稿の両面の画像を
並行して読み取るための複数の読取手段と、前記複数の読取手段が読み取って得た画像デ
ータに基づいて画像処理を行う画像処理手段と、 第１の読取手段が前記原稿の第１面を
読み取って得た第１の画像データを同期信号に同期させて前記画像処理手段に転送すると
ともに、前記第２の読取手段が前記原稿の第２面を読み取って得た第２の画像データを一
時的に記憶して前記第１の画像データの転送後に前記同期信号に同期させて前記画像処理
手段に転送する転送手段と、 前記画像処理手段が前記画像処理を実行する際の処理内容
を設定する設定手段とを有し、前記転送手段は、前記第１の画像データを転送する場合は
前記同期信号の周期を前記設定手段により設定された前記処理内容にかかわらず一定周期
とし、前記第２の画像データを転送する場合は前記同期信号の周期を前記設定手段により
設定された前記処理内容に応じて異ならせることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明の画像読取方法は、原稿の両面の画像を並行して読み取るための複数の読
取手段と、前記複数の読取手段が読み取って得た画像データに基づいて画像処理を行う画
像処理手段とを有する画像処理装置における画像読取方法であって、設定手段が、前記画
像処理手段が前記画像処理を実行する際の処理内容を設定する設定工程と、第１の転送手
段が、第１の読取手段が前記原稿の第１面を読み取って得た第１の画像データを同期信号
に同期させて前記画像処理手段に転送する第１の転送工程と、記憶手段が、第２の読取手
段が前記原稿の第２面を読み取って得た第２の画像データを一時的に記憶部に記憶させる
記憶工程と、第２の転送手段が、前記第１の画像データの転送後に、前記記憶工程にて記
憶された前記第２の画像データを前記同期信号に同期させて前記画像処理手段に転送する
第２の転送工程とを有し、前記第１の転送工程は、前記同期信号の周期を前記設定手段に
より設定された前記処理内容にかかわらず一定周期とし、前記第２の転送工程は、前記同
期信号の周期を前記設定手段により設定された前記処理内容に応じて異ならせることを特
徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　以上述べたように本発明によれば、原稿の両面の画像を並行して読み取るための複数の
読取手段を有する画像読取装置において、第２面を読み取って得た画像データを、画像処
理手段の処理内容に応じた適切な周期の同期信号に同期させて転送することで、オーバー
ラン・エラーを防止すると共に効率的な処理を実現させる画像読取方法及びその装置を提
供することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　すなわち、両面原稿の両面を同時に読み取る場合に、ユーザの要求する変倍率とそれに
対する画像処理部の変倍及び圧縮処理の処理速度に応じて第２面側のみ水平同期信号の周
期を最適値に設定する。これにより、コントローラ・ユニット側のメモリを増やすことな
く、オーバーラン・エラーを防止すると共に変倍時における画像読取装置とコントローラ
・ユニット間の効率的なデータ転送を実現させることができるという効果がある。
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